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市 の 人 口 世 帯 数 	14,643 

（昭和59年9月1日現在） 住民基本台帳から 

男 	25,388人 

女 	27,244人 52,632人 

りんごの香る季節くる 

黄
金
の
波
の
収
穫
を
 

明
日
に
待
っ
て
る
コ
ン
バ
イ
ン
 

秋
は
日
増
し
に
深
く
な
り
 

コ
ス
モ
ス
北
か
ら
咲
い
て
く
る
 

月
が
こ
う
こ
う
庭
照
ら
し
 

い
の
ち
限
り
の
虫
た
ち
が
 

い
ま
を
せ
ん
ど
と
鳴
き
し
だ
く
 

稲
が
終
れ
ば
り
ん
ご
の
季
節
 

白
い
花
咲
く
あ
の
日
か
ら
 

病
虫
害
は
と
気
づ
か
わ
れ
 

い
ま
で
は
乙
女
さ
な
が
ら
に
 

香
り
も
ほ
の
と
匂
い
た
つ
 

長
女
の
つ
が
る
は
恋
み
の
り
 

街
に
嫁
い
で
行
っ
た
け
ど
 

デ
リ
子
ふ
じ
子
ら
こ
れ
か
ら
だ
 

親
に
は
親
の
夢
が
あ
る

赤
い
晴
れ
着
も
着
せ
た
い
し

口
紅
だ
っ
て
帯
だ
っ
て

み
ん
な
揃
え
て
ゆ
か
せ
た
い

勝
手
な
恋
は
す
る
ま
い
ぞ

お
前
は
箱
入
り
娘
で
す
 

親
の
願
い
は
知
っ
て
ま
す

春
は
実
す
ぐ
り
袋
か
け

夏
は
追
肥
に
薬
か
け
 

今
は
葉
切
り
に
蔓
ま
わ
し

手
塩
の
数
は
忘
れ
ま
せ
ん

慕
う
お
方
も
居
る
け
れ
ど

身
の
振
り
方
は
任
せ
ま
す
 

う
れ
し

い
こ
と
を
言
う
娘
ら
に
 

箱
に
収
め
る
そ
の
日
ま
で
 

り
ん
ご
農
家
の
手
が
弾
む
 



知
識
と
経
験
を
役
立
て
よ
う
 

j
、
J
、
1
、
J
、
〈
、
1
、
r
、
／
、
／
、
／
、
／
、
r
、
r
、
r
、
r
、
r
、
r
、
／
、
／
、
r
、
／
、r
、
／
、
／
、
／
、／
、
／
、
／
、
／
、
r
、
／
、
／
、
 

、
r
、
／
、
／
、／
、
r
、
r
、
／
、／
、
／
、
／
、
／
、
r
、
r
、
r
、
r
、
r
、
r
、
r
、
r
、
（
、
r
、
r
、
／
、
／
、
／
、
／
、
r
、
r
、
r
、
r
、
／
、
／
 

「
一
構
若
表
福
祉
炎
炎
開
難
一一一
 

W
m
一
一
一期
一
一
 
端
藻

m製
電
舞
潟
一鯨
鷲
 

広報ごしょがわら 	 （575号） ② 昭和59年（1984年） 9 月15日 

「健
康
を
保
っ
て
、
知
識
と

経
験
を
社
会
に
役
立
て
よ
う
」
 

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
五
十
九
年
度

の
 
「市
老
人
福
祉
大
会
」
は
九
 
 

月
四
日
、
市
民
文
化
会
館
に
七

十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
千
三

百
人
を
招
い
て
行
わ
れ
、
長
寿

と
健
康
を
祝
い
合
い
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
平
山
誠
敏
社
会

福
祉
協
議
会
長
が
、「
こ
れ
か
ら

も
健
康
に
留
意
し
、
市
発
展
の

た
め
に
尽
く
し
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
引
続
き
森
田
市
長
が
、
 

「
よ
り
い
っ
そ
う
お
年
寄
り
の

福
祉
向
上
に
努
め
た
い
」
 
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

次
い
で
満
八
十
八
歳
の
米
寿
 

市
長
顕
彰
者
 

9
5歳
以
上
の
長
寿
者
 

浅
利
サ
ダ
  
9
9歳

（
川
端
町
）
 

川
村
ァ
子
  
9
8歳

（
新
宮
町
）
 

加
藤
か
よ
  
9
7歳

（
稲
 
実
）
 

村
上
こ
と
  
9
7歳

（
若
 
葉
）
 

安
田
ツ
ナ
  
9
7歳

（
田
 
川
）
 

新
谷
な
ん
  
9
6歳

（
前田
野
目
）
 

対
馬
い
さ
  
9
5歳

（
米
 
田
）
 

加
藤
す
わ
  
9
5歳

（
稲
 
実）
 

米
寿
お
め
で
と
う
 

藤
田
き
よ
（
姥
苑
）
、藤
田
勝
 
 

を
迎
え
た
姥
落
の
藤
田
き
よ
さ

ん
ら
四
十
人
に
、
森
田
市
長
か

ら
顕
彰
状
と
記
念
の
座
ぶ
と
ん

が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、寝
た
き
り
の

お
年
寄
り
を
永
年
に
わ
た
っ
て

介
護
し
て
き
た
若
葉
の
村
上
さ

ん
ら
五
人
に
、
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
せ
た
。
 

太
郎
（
浅
井
）
、神
さ
く
ら

（
田

川
）
、木
村
よ
と
（
高
瀬
）
、小
野

阿
弥
（鶴
ケ
岡
）
、佐
藤
茂
助
、川

浪
さ
わ

（
以上
藻
川
）
、福
士
ち

せ
（
高野
）
、川
口
才
吉
、成
田
む

ら
、
木
村
や
乗
、
坂
本
み
乗
、
長

内
美
よ

（
以上
前
田
野
目
）
、田

中
初
郎
、宮
形
キ
ョ
、成
田
は
る
、
 

渡
辺
さ
ん
、成
田
ま
さ
、一
一
瓶の

ぶ
よ
、永
津
お
し
み
（
以
上
金山
）
、
 

相
馬
幸
吉
、小
川
い
ち
よ
（以
上
 

（太
刀
打
）
、安
田
な
り
、
北
村
繁

逸

（以
上
飯
詰
）
、福
士
徳
太
郎
 

（
梅田
）
、佐
々
木
喜
代
吉
（
中
泉）
、
 

角
田
あ
や
（
長富
）
、吉
村
み
ち
、
 

尾
崎
す
て
、尾
崎
た
み
（
以
上
田
 
 町

）
、飛
嶋
キ
エ
（元
町
）
、木
村
み

よ
（
新
町
）
、桜
庭
そ
よ
（
旭町
）
、
 

小
野
い
さ
（
敷
島
町
）
、川
ロ
ま

さ
（
幾
世
森）
、佐
藤
ス
ミ
（柏
原

町
）
、白
戸
あ
ぐ
り
（
み
どり
町
）
、
 

小
栗
山
好
み
、
浬
田
つ
り
（
以

上
小
曲
）
 

寝
た
き
り
老
人
 

介

護
者

表
彰
 

村
上
さ
ち

（
若葉
）
、三
上
八

枝

（岩
木
町
）
、対
馬
つ
ね

（
米

田
）
、加
藤
リ
エ

（
稲
実）
、尾
崎

れ
い
子

（
田
町）
 

老
人

ク
ラ
ブ
表
彰
 

柏
原
町
柏
生
会

（岩
木
川
健

蔵
）
、小
曲
永
楽
会

（
三
浦
義
雄）
、
 

平
井
町
楽
生
会

（福
岡
寿

一
）
、
 

幾
島
町
幾
朗
会

（佐
々
木
政
雄
）
、
 

鎌
谷
町
安
楽
会

（
猪
口兼
三
郎
）
、
 

湊
若
竹
会

（
三橋
敬
蔵
）
、中
泉

長
寿
会
（
神
由
雄
）
、高
野
第
一
一

長
寿
会

（福
士
良
一
）
、一
野
坪

第
一
喜
楽
会

（
山内
フ
ヂ
エ
）
、
 

飯
詰
新
聖
会

（
浜舘
友
市
）
 

県
老
人
福
祉
大
会
 

表
彰
（
伝
達
）
 

(9
0歳
）
 

木
村
ま
つ

（姥
落
）
、一
戸
ト
 

ョ
（
浅
井
）
、土
岐
キ
ワ
（
神
山
）
、
 

斎
藤
ま
さ
（
戸
沢
）
、高
橋
ナ
ミ
 

（広
野
）
、白
取
三

一
郎
（
沖
飯
 

詰
）
、福
士
多
吉

（高
野
）
、鶴
谷

ッ
ャ
、
奈
良
さ
を
、
成
田
嘉
七
 

（
以上
金
山
）
、山
川
す
な
（
太

刀
打
）
、今
つ
な
（
飯
詰
）
、木
村

く
に
、
原
田
兼
男
（
以
上
長
富
）
、
 

木
村
丑
太
郎
（
新
町
）
、小
関
ソ

ョ
（
大
町
）
、高
橋
正
之
助
（
上

平
井
町
）
、浅
川
巽
（
中
平
井
町
）
、
 

神
三
樹
男
（
幾
世
森
）
、福
沢
千

代
三
郎

（
広
田
）
 

老
人
福
祉
関
係
表
彰
 

川
山
幸
生
会

（
吉岡
仁
左
工

門
）
、川
端
永
楽
会

（伊
藤
徳
一
）
、
 

毘
沙
門
寿
康
会

（
山
口
又
一
）
、
 

藻
川
第
二
白
寿
会

（
一戸
助
六
）
 

市
制
施
行
 

3
0周
年
記

念
式

典

に
 

ご

参

加

く
だ

さ
い
 

市
で
は
、
市
制
施
行
三
十
周

年
記
念
式
典
を
十
月
一
日
（月
）
 

午
後
一
時
か
ら
市
民
体
育
館
で

行
い
ま
す
。
 

式
典
に
は
、
被
招
待
者
ほ
か

一
般
市
民
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
 

お
い
で
の
際
は
、
駐
車
場
が

狭
い
の
で
、
自
家
用
車
は
で
き

る
だ
け
ご
遠
慮
く
だ
さ
る
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
 一
般
の
方
は
、
ス
リ
ッ
パ

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

森田市長から表彰されるお年寄たち 

被
顕
彰
者
と
受
賞
者
の
み
な
さ
ん
 

(
 

(
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で
鯛
 

     

     

「 

 

1 

 

 

入
緯
 

中
野
さ
ん

一
家
・
中
国
か
ら
永
住
帰
国
 

「わ
ら
焼
き
」
に
よ
る
煙
害

り
 
は
ご

承
知
の
よ
う
に
、
目
や

の
ど
を
痛
め
る
ば
か
り
で
な

く
、
視
界
が
さ
え
ぎ
ら
れ
、
 

，フ
年
 
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
 

ど
に
役
立
て
る
よ
フ
努
め
、空

気
の
澄
ん
だ
住
み
良
い
街
に

し
ま
し
ょ
・
つ
。
 

▽
農
業
の
基
本
は
先
ず
土

づ
く
り
か
ら
で
す
。
 

公
害
 

シ
リ
ー
ズ
 

稲
刈
り
時
期
を
迎
え
、今
年
 

も
ま
た
「
わ

ら
焼
き
」
の

煙
害
が
気
が

か
り
で
す
。
 

農
家
の
皆
さ
ん
は
、
住
み

よ
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
に

も
「わ
ら
焼
き
」
防
止
に
ご
協

力
下
さ
い
。
 

か
ね
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
市
民
の
日
常
生
活
 

を
不
快
に
し
健
康
を
お
び
や
 

か
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

稲
わ
ら
は
堆
肥
づ
く
り
な
 

で
す
。
 

▽
稲
わ
ら
は
焼
か
な
い
で

土
に
か
え
し
ま
し
ょ
う
。
 

（市
衛
生
課
）
 

 

わ
ら
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
 

 

   

▽
お
い
し

い
お
米
は
土

づ
く
り
か
ら
 

永住帰国をした中野和徳さん―家 

日
本
人
で
あ
り
な
が
ら
中
国

孤
児
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た

一
家
が
八
月
三
十
】
日
、
五
所

川
原
市
に
住
ん
で
い
る
兄
を
頼

っ
て
帰
国
、
祖
国
で
第
二
の
人

生
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
 

・
 

永
住
帰
国
を
し
た
の
は
中
野

和
徳
さ
ん

（
四
十三
）
ー
中
国

名
‘
顧
顕
章
ー
一
家
で
中
国
人

の
妻
 
劉
孝
芹
さ
ん
（
一
ニ
十
四
）
、
 

長
女
 
顧
雲
霞
さ
ん
（
十
三
）
、
 
 長

男
 
顧
宝
昌
さ
ん

（
九）
の

家
族
四
人
で
す
。
 

和
徳
さ
ん
が
永
久
帰
国
を
希

望
し

て
い
た
う
え
、

妻
子
も

こ
れ
に
賛
成
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
兄
の
和
広
さ
ん
が
五
十
七

年
に
訪
中
し
和
徳
さ
ん

の
意

思
を
最
終
確
認
し
て
、
今
回
の

永
住
帰
国
と
な
り
ま
し
た
。
 

兄
は
中
国
語
を
、
弟
は
日
本

語
を
ほ
と
ん
ど
話
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
が
、
心
は
深
く
通
じ
 
 

合
い
、
成
田
空
港
で
兄
弟
は
家

族
と
と
も
に
固
く
抱
き
合
い
感

激
の
対
面
を
し
ま
し
た
。
 

中
野
さ
ん

一
家
は
九
月
一
日
、
 

市
役
所
を
訪
れ
、
職
員
ら
の
温

か
い
出
迎
え
を
受
け
ま
し
た
。
 

森
田
市
長
が
「
よ
く
来
ら
れ

ま
し
た
。

一
日
も
早
く
日
本
語

を
覚
え
て
五
所
川
原
の
生
活
に

な
じ
ん
で
く
だ
さ
い
」
 
と慰
労

金
を
贈
っ
て
力
強
く
励
ま
し
ま

し
た
。
 

弟
を
引
取
る
兄
の
和
広
さ
ん

は
「

一
日
も
早
く
言
葉
を
覚
え
 

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
れ
か
 

ら
仕
事
の
こ
と
を
考
え
て
や
り
 

た
い
」
 
と
語
って
い
ま
し
た
。
 

昭
和
五
＋
八

年
度
の
市
税
納

期
内
完
納
者
の

表
彰
式
が
九
月

三
日
、
市
働
く

婦
人
の
家
ホ

ー
 

ル
で
お
よ
そ
百

三
十
人
が
出
席

し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

連
続
二
十
五
年
が
表
彰
を
受

け
る
該
当
年
数
で
、
九
十
二
人

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

表
彰
式
で
は
、
森
田
市
長
が
 

「
み
な
さ
ま
か
ら
の
税
金
を
効

率
的
に
運
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
 

市
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
 
 

す
」
 
と
あ
い
さつ
、
被
表
彰
者

に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま

し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
受
彰
者
を
代

表
し
て
、
市
内
み
ど
り
町
の
長

尾
政
雄
さ
ん
が
「
今
後
と
も
納

税
の
義
務
を
果
た
し
、
市
勢
の

発
展
に
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
」
 

と
謝
辞
を
述
べ
表
彰
式
を
終
わ

り
ま
し
た
。
 

 

ご協力ありがとうございました 

 

※
概
況
 
十
月
は
秋
晴
れ
の

日
が
多
い
見
込
み
で
す
。
十
一

月
後
半
に
は
冬
型
の
気
圧
配
置

の
強
ま
る
時
期
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
初
霜
や
初
雪
な
ど
の
季
節

現
象
は
平
年
並
か
や
や
早
い
で

し
ょ
う
。
こ
の
期
間
、
本
土
に

影
響
す
る
台
風
は

一
ー
二
個
の

見
込
み
で
す
。
 

※
九
月
 
後
半
は
天
気
が
変

わ
り
易
く
な
る
見
込
み
で
す
。
 

月
平
均
の
気
温
は
や
や
低
く
、
 

降
水
量
は
平
年
並
の
見
込
み
で

す
。
 

※
十
月
 
秋
晴
れ
の
日
が
多

い
見
込
み
で
す
が
、
後
半
は

一

時
冷
え
込
み
の
強
い
日
が
あ
る

で
し
ょ
う
。
月
平
均
の
気
温
は

平
年
並
、
降
水
量
は
や
や
少
な

い
見
込
み
で
す
。
 

※
十
一
月
 
晴
れ
る
日
が
多

い
で
す
が
、
後
半
は
津
軽
下
北

及
び
三
八
上
北
の
北
部
や
山
沿

い
で
は
、し
ぐ
れ
る
日
が
多
い
で

し
ょ
う
。
月
平
均
の
気
温
は
や

や
低
く
、降
水
量
は
、津
軽
下
北

及
び
三
八
上
北
の
北
部
や
山
沿

い
で
は
平
年
並
、
三
八
上
北
南

部
の
平
地
で
は
や
や
少
な
い
で

し
ょ
・
つ
。
 

市税完納者 

92人を表彰 
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秋の全国交通安全運動 
9 月21日～ 9 月30日 

飲酒運転を取り締まる警察官 

サマー作戦・飲酒運転検挙状況調 

あ
と
絶
た
ぬ
飲酒
運
転
 

こ
れ
か
ら
秋
の
行
楽
期
を
む

か
え
、
家
庭
で
、
仲
間
で
ド

ラ

イ
ブ
に
で
か
け
る
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
特
に

若
者
の
飲
酒
、
暴
走
運
転

に
よ

る
事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
 

本
年
の
交
通
事
故
の
発
生
状

況
を
み
ま
す
と
、
歩
行
者
と
一
一

輪
車
に
よ
る
死
亡
事
故
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
に

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
 
 

わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
運
動
は
、
広
く
国
民
に

交
通
安
全
思
想
及
び
交
通
道
徳

を
啓
発
、
普
及
し
、
正
し
い
交

通
ル
ー
ル
と
マ
ナ

ー
の
実
践
を

習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通

事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。
 

運
動
の
重
点
目
標
 

o
歩
行
者
及
び
自
転
車
利
用
者

の
交
通
事
故
防
止
 

〇
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

〇
飲
酒
、
暴
走
運
転
の
追
放
 

9

ン
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進
 

県
警
の
サ

マ
ー
作
戦
は
八
月

三
十

一
日
で
終
わ
り
ま
し
た
が
、
 

五
所
川
原
署
で
管
内
の
飲
酒
お

よ
び
酒
気
お
び
運
転
の
状
況
を

分
析
し
た
と
こ
ろ
、悪
質
な
“
酒

酔
い
天
国
〈
ぶ
り
が
浮
き
彫
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

“交
通
無
法
地
帯
）
解
消
に
は

市
民
ぐ
る
み
の
対
策
が
必
要
の

よ
う
で
す
。
 

こ
の
作
戦
の
ニ
カ
月
間
に
わ

た
る
検
挙
者
は
三
百
九
十
三
人
 

（
う
ち逮
補
四
人
）
で
、
 
一
日

平
均
六
人
が
検
挙
さ
れ

て
い
ま

す
。
 

検
挙
者
の
う
ち
管
外
在
住
者

が
西
北
地
方
を
中
心
に
百
六
十

三
人
で
全
体
の
四
一
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
市
内
に
飲

酒
に
来
る
人
が
多
い
た
め
で
、
 

飲
酒
先
で
み
る
と
自
宅
の
百
三
 
 

十
七
人
に
次
い
で
飲
食
店
が
百

三
十
二
人
と
多
い
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
 

検
挙
者
に
は
警
官
に
口
ご
た
え

す
る
な
ど
態
度
の
悪
さ
が
目
立

っ
て
多
く
、
ニ
ケ
月
間
で
二
回

検
挙
さ
れ
た
者
は
六
人
、
無
免

許
と
の
“ダ
ブ
ル
違
反
）
は
十

一

人
を
数
え
ま
し
た
。
い
ず
れ
に

し
て
も
「
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
 

i
」
 
と
いう
モ
ラ
ル
の
欠
如
が

は
っ
き
り
表
れ
た
も
の
で
す
。
 

第

ニ
回
 

市
民
講
座
開
催
 

▽
日
時
 
十
月
十
八
日
（
木
）午

後
一
時
よ
り
二
時
三
十
分
ま
で

▽
場
所
 
市
中
血
〈
公民
館
 

▽
講
師
 
川
村
産
婦
人
科
医
院

長
 
川
村
札
一
郎
先
生
（
医
師

会
会
長
）
 

▽
演
題
 
「
未
定
」
 

交
通
事
故
防
止
 

市
民
大
会
開
催
 

▽
日
時
 
九

月
二
十
七
日
 

（
木
）
午
後
一
時
か
ら
午
後
三

時
三
十
分
ま
で
 

▽
場
所
 
市
民
文
化
会
館
ホ

ー
レ
 

▽
行
事
内
容
 
中
学

生
に
よ

る
意
見
発
表
、
ま
た
記
念
講
演

に
は
、
小
田
原
金

一
先
生
（
元

青
森
市
立
提
小
学
校
長
）
を
講

師
に
迎
え
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
 

▽
主
催
 
市
交
通
事
故
防
止

対
策
本
部
 

▽
対
象
者
 
北
辰
大
学
学
級
生

及
び

一
般
市
民
 

▽
募
集
人
員
 
一
五
〇
名

▽
募
集
期
間
 
十
月
一
日
（
月
）
 

か
ら
十
月
十
二
日
（
金
）ま
で

▽
申
込
み
方
法
 
電
話
で
住
所
、
 

氏
名
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

▽
申
込
み
先
 
市
巾
止
〈
公
民館
 

（
廿
三
五
ー
六
〇
五
六
番
）
 

▽
主
催
 
市
中
央
公
民
館
 

毎
年
九
月
二
十
三
日
は
不
動

産
の
日
で
す
。
 

不
動
産
に

つ
い
て
の
お
困
り

ご
と
又
は
聞
き
た
い
こ
と
の
あ

る
方
は
お
気
軽
に
お

い
で
く
だ

さ
い
。
 

▽
日
時
 
九
月
二
十
三
日
（
日
）
 

午
前
十
時
か
ら
 

▽
場
所
 
市
庁
舎
前
お
祭
り
広

場
 

▽
主
催
 
青
森
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
西
北
五
支
部
 

大
蔵
省
東
北
財
務
局
 

機
構
改
革
の
 

お
知
ら
せ
 

大
蔵
省
東
北
財
務
局
の
 
「青

森
財
務
部
」
は
機
構
改
革
に
よ

り
、
今
年
十
月
一
日
か
ら
「
青

森
財
務
事
務
所
」
と
し
て
発
足

い
た
し
ま
す
。
 

ま
た
、
今
回
の
改
革
に
よ
り
、
 

こ
れ
ま
で
の
事
務
の
見
直
し
が

行
わ
れ
、
東
北
財
務
局
へ
事
務

が
移
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
 

国
有
財
産
の
売
払
い
又
は
貸
付

け
の
事
務
、
金
融
機
関
の
監
督

事
務
、
資
金
運
用
部
資
金
の
融

資
に
関
す
る
事
務
は
、
引
き
続

き
新
し
い
「青
森
財
務
事
務
所
」
 

に
お
い
て
行
い
ま
す
。
 

（
東
北
財
務
局
青
森
財
務
部
）
 

レ検挙総件数 

本 年 	  393名 

前 年 	 83名 
前年比 	 310名増 

レ違反者別年代 
10代 	 19名（4.8%) 
20代 	 123名（31.2%) 
30代 	 131名（33.3%) 
40代 	80名（20.3%) 
50代 	 36名（0.9%) 
60代 	4 名（0.01%) 

レ職業別 
農 業 	 117名 

会社員 	 64名 

建（大・左官）設 	67名 

商 業 	 28名 

運転者 	 23名 

飲食業 	 9名 
店工員 	 23名 

公務員 	 6名 

団体職員 	 9名 

自動車修理板金業 	9名 

学 生 	 2 名 
無 職 	 36名 

ン飲酒先 
自 	宅・・・ 137名（34.8%) 
飲食 店… 132名（33.5%) 
友・知人宅・‘・86名（21.8%) 
勤務先 	19名（ 5%) 
そ の他 	・・19名（ 5 %) 

（資料提供・五所川原警察署） 

末

・
動産
の
 

無
料
相
談
所

ー
 

安
全

は
 

思
い
や

り
か
ら
 

ゆ
と
り

か
ら
 

《
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井
 

 

柳
 

川
柳
岩
木
吟
社
 

友
釣
り
の
良
に
哀
し
い
鮎
の
性
 

あ
き
を
 

ラ
イ
バ
ル
の
無
言
の
目
か
ら
火
花
散
る
 
大
 
吉
 

熔
接
の
火
花
炎
暑
に
輪
を
か
け
る
 

山
 
竿
 

百
姓
の
笑
顔
猛
暑
の
中
に
み
る
 

野
泣
子
 

熱
帯
夜
窓
か
ら
月
を
入
れ
て
寝
る
 

吉
 
朗
 

下水道工事にご協力を 

図面番号 

‘
 
ざい
い
，
「
 

市
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
 

工 期 

59. 7. 3 
59. 12. 9 

59. 7. 11 
59. 11. 27 

59. 8.加 
59. 12. 27 

59. 8. 8 
59. 12. 15 

59. 8. 30 
59. 11. 30 

③ 

① 

④ 

② 

⑤ 

乙
 

・
 

f

一
（一
什
ク
 

暫
」

一
篇
（
 

看
護
資
格
者
 

活
用
講
習
会
 

西
北
五
地
方
で

初
め
て
開
催
 

成
人
病
の
増
加
、
高
齢
化
社

会
に
伴
う
老
人
保
健
問
題
な
ど

多
様
化
す
る
医
療
、
保
健
需
要

に
対
し
、
県
内
で
は
看
護
職
の

不
足
が
依
然
続
い
て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
県
環
境
保
健
部
で

は
、
家
庭
に
い
る
有
資
格
者
を
 
 

活
用
す
る
講
習
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
が
、
郡
部
の
人
材
不
足

が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
本
年
度

は
西
北
五
地
方
を
対
象
に
初
め

て
五
所
川
原
市
で
開
か
れ
ま
す
。
 

▽
講
習
期
間
 
十
一
月
十
一
一

日
（
月
）
か
ら
十
六
日
（
金
）
 

ま
で
の
五
日
間
 

▽
場
所
 
市
立
高
等
看
護
学

院
 ▽

受
講
料
 
無
料
で
す
 

▽
受
講
内
容
 
最
新
の
知
識

や
技
術
を
実
習
し
ま
す
。
 

▽
申
込
み
締
切
り
 
十
月
十

一
一日
（
金
）
 

▽
申
込
み
・
間
い
合
わ
せ
先

青
森
市
長
島
一
丁
目
ー
ノ
ー
、
 
 県

公
象
衛
生
課
衛
生
看
護
班
 

（廿
O

一
七
七

ー
二
ニ

ー

一
一
 

一
一
 
内
線
三
一
二
四
番
）
へ
 

市
内
小
・
中
学
生
の
 

住
み
よ
い
環
境
 

づ
く
り
作
品
展
 

▽
日
時
 
九

月
二
十
八
日
 

（
金）
から
九
月
三
十
日
（
日
）
 

ま
で
の
三
日
間
 

▽
場
所
 
中
三
デ

パ
ー
ト
 

（
市内
本
町
）
五
階
催
事
場

▽
主
催
 
五
所
川
原
市
市
民

保
健
協
議
会
 

県
歴
史
の
道
整
備
促
進
協
議

会
で
は
、
歴
史
の
道

（
南部
の

道
）
め
ぐ
り
を
行
い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
 

▽
日
時
 
十
月
七
日

（
日）
午

前
六
時
三
十
分
ー
午
後
六
時

▽
コ
ー
ス
 
五
所
川
原
ー
大
湯

ス
ト
ー
ン
サ
ー
グ
ル
ー
白
萩
平
 

、
田
子
城
跡
ー
三
戸
城
温
故
館
 

ー
南
部
公
霊
廟
ー
＋
和
田
湖

ー
 

五
所
川
原

（中
三
デ
パ
ー
ト
前

午
後
六
時
着
）
 

▽
集
合
場
所
及
び
時
間
 
午
前

六
時
二
十
分
 
中
三
デ
パ
ー
ト

前

（
市
内本
町
）
 

▽
会
費
 
一
人
四
千
円

（
見
学

料
、
昼
食
、
バ
ス
代
）
 

名
作
読
書
会
 

あ
な
た
も
ご

参
 

加
下
さ
い
 

名
作
読
書
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数
ご
参

加
 
だ
さ
い
。
 

▽
日
時
 
九
月
二
十
七
日
 

（
木）
午
前
十
時
か
ら
十
二
時

ま
で
 

▽
場
所
 
市
立
図
書
館
 

▽
講
師
 
白
戸
良
徳
氏

（元

稲
垣
村
立
豊
川
小
学
校
長
）
 

▽
テ
キ
ス
ト
代
 
無
料
で
す

▽
対
象
者
 
一
般
市
民
、
読

書
団
体
 

▽
申
込
み
先
 
市
立
図
書
館
 

（三
四
ー
四
一三
ニ
四
番
）
へ
 

▽
主
催
 
五
所
川
原
市
読
書

団
体
連
絡
協
議
会
、
市
立
図
書

館
 

▽
申
込
先
 
青
森
市
大
字
松
森

字
佃
田
 
青
森
県
歴
史
の
道
整

備
促
進
協
議
会
事
務
局
（
廿
〇

一
七
七
ー
四
ニ
ー
一
〇
六
四
番
）
 

▽
申
込
み
締
切
り
 
十
月
三
日

▽
そ
の
他
 
会
費
は
、
当
日
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
 

公
共
下
水
道
の
管
渠
工
事

（別

図
表
示
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

工
事
期
間
中
は
、
交
通
渋
帯
で

車
両
の
通
行
や
歩
行
者
に
、
ま

た
夜
間
工
事
区
間
で
は
騒
音
等

で
皆
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、下
水
道
事
業
の

必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
事

故
防
止
等
に
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

「歴
史
の
道
め
ぐ
り

」
 参
加
者
を

募
集
 

l あなたのポケットに一冊コ 

60年度版 県民手帳 

デザイソ・紙質一新、ますます便利で使 

いやすくなりました。（アドレス帳別刷付） 

ン発行時期 11月上旬 

レ頒 価 1部 300円 

59年度版 県勢クラブ 

青森県の動きが、一目でりょう然にわか

るカラーパンフレット。（裏面は青森県全図） 

レ発行時期 9 月下旬 

レ頒 価 1部 350円 

レお申込みは、市秘書企画課統計調査係 

（廿35-2 111番内線318' 319番〕へどうぞ。 
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広
報
紙
の
早

期
配
布
に
ご

協
力

下
さ
い
 

新受入図書 

ご利用下さい 

市立図書館 

書 	名 著者名 書 	名 著者名 

間 	脳 	思 	考 桐山 靖雄 軽やかなヒーロ一たち 城山 三郎 

近世庶民の意識と生活 布川 清司 私 と っ れ あ い 村山 リウ 

ク 	ラ 	ー 	ス 
】
ン・
 
”
ノ
”

ノ
 
一
 
一
 
一
 

ノ
 
,
 
 

ニースの裏街から 大内 聴実 

エントロピーの法則 ジエレミ― 
・リフキン 日本細末増真実紀行 椎名 	誠 

は じ め ての手話 田上 隆司 そらとぶこいのぼり かみやしん 

森林浴緑の健康法 岩崎 輝雄 こんやはおっきみ 北田 卓史 

火力原子 力発電 益山 正人 チ キ チキノぐンノ《ン イ
フ
 
、
ノ

、
、
、
 
・
ン
 

ア
レ
 

グ
  

日 本 の 私 鉄 小泉札二郎 森の子 ピ ュ ー ゴ マ
・
 
リ
グ
 
ア

リ
 

一
 

 ノ
 
'
 
 

自家製文章読本 井上ひさし かみであ そ ぼ う 降矢 洋子 

自己再発見のための 
自分史のすすめ 

川端柳太郎 ひかりであそぼう 本多 清雄 

ガ ラ ス の 肖 像 阿刀田 高 おしようがっが 
とんできた 

頓田 室子 

そ の 細 き 道 高樹のぶ子 のはらのひなまっり 岩村 和朗 

八 十 八 夜 物 語 半村 	良 恐 竜 の な ぞ 小島 郁生 

湖 	水 	祭 平岩 弓枝 S 	F 	と 	宇 宙 大林 辰蔵 

海 	鳴 	り 藤沢 周平 天気予報の科学 渡辺 和夫 

彩 	り 	河 松本 清張 地図のみた世界 堀 	淳一 

夜 	光 	虫 森 	璃子 色 彩 の 冒 検 秋山さと子 

花 と 緑の こ と ば 荒垣 秀雄 ン ル ク ロ ー 	ド 永畑 恭典 

読 	む 	ク 	ス 	リ 上前淳一郎 火 山 の 驚 異 荒牧 重雄 

女 の 胸 算 用 上坂 冬子 大 航 海 時 代 生田 	滋 

（ 乳幼児の健康診査 ） 

ン受付時間 午後1時から 1時30分まで 

ン持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。3歳児健 

診は尿検査もありますので、当日小びんに尿を入れ 

て持ってきてください。 

レ場所 市保健センター（旧警察署跡） 

月 	齢 対 	象 	児 と 	き 

3 カ 月 児 S 59年 6月生まれ 10月 9日 

6 カ 月 児 S 59年 3月生まれ 10月16日 

1 	歳 	児 S 58年 9月生まれ 10月22日 

1歳 6 カ月児 S 58年 4月生まれ 10月23日 

3 	歳 	児 S 58年6月生まれ 10月18日 

ー三種混合 豆H. :>77 風テ 

	ワクチン接種 
レ対象幼児 生後24カ月から48カ月までの幼児です。 

2期を接種する幼児は、1期との間隔が12カ月を要する 

ため、最終回の 3回目に接種することになります。 

ンご注意 

〇母子健康手帳は必らず持参してください。 

〇当日朝、体温測定してきてください。 

〇お子さんの健康状態をよく知っている方がお連れくだ 

さい。 

地区名 実施場所 実施時間 1 回目 2 回目 3 回目 

南小学区

五小学区 

保健 

センター 

午後1時 

~2時 

10月 

11日（オく） 

11月 

“日困 

12月 

12日（」くj 

松 島 町

松島地区

中川地区

毘沙門地区 

保健 

七ンター 

午後1時 

~2時 

10月 

19日団 

11月 

16日団 

12月 

13日困 

栄 地 区

み どり町 

保健 

七ンター 

午後1時 

~2時 

10月 

2‘日困 

11月 

21日困 

12月 

“日団 

三好地区

七和地区 

保健 

セノター 

午後1時 

~2時 

10月 

25日 困 

Il月 

22日困 

12月 

20日困 

長橋地区 

梅沢地区 

飯詰地区 

保健 

センター 

午後1時 

~2時 

10月 

26日団 

11月 

29日困 

12月 

21日団 

愛の献血お願いします 
あなたの献血が大ぜいの人の生命を救います 

月 	日 場 所 ・ 時 間 

9月28日 

（金） 

午前10時から12時まで 

鎌谷町 コ ミ ュニテイ防災センタ―前 

午後1時30分から 4 時まて、 

姥 落 弘南整備工業五所川原営業所前 

10月17日 

（水） 

午前10時から12時まで 

栄 町 県 	合 	同 	庁 	舎 	前 

午後1時30分から 4 時まで 

上平井町 白 生 会 胃 腸 病 院 前 

10月24日 

（水） 

午前10時から12時まで 

広 田 木 	村 	石 	油 	前 

午後1時30分から 4 時まて‘ 

布屋町 西 北 中 央 病 院 前 
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